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Ⅰ　研究の目的

　生命尊重に関する指導が，平成元年版小学校学習指
導要領道徳編に組み込まれて以後，生活科においても
学習指導要領の内容（７）で，「動物を飼ったり植物を
育てたりして，それらの育つ場所，変化や成長の様子
に関心をもち，また，それらは生命をもっていること
や成長していることに気付き，生き物への親しみをも
ち，大切にすることができるようにする」１）ことが明
記されている。
　生命尊重の心が求められる背景には，①身近な人の
死に接したり，人間の生命の有限さやかけがえのなさ
に心を動かされたりする経験が少なくなってきてい
る。②テレビゲームなど仮想空間で遊ぶ機会が多くな
り，生命の重さを実感する直接体験が少なくなってき
ている。③少子化などに伴う他者とのコミュニケー
ションを深める機会の減少により，多くの人々に支え
られて毎日を過ごせることの有り難みを感じられる経
験が少なくなっている２）ことなどが考えられている。
また，「生命は，一度失えば生き返らないことは本能的
にわかっていて，人を殺すなどということは有り得な
い，と考えるのが一般」３）であったはずが，生命を軽
視するような事件が多く起きていることからも，疑問
視せざるを得ない。
　こうした中，平成２０年１月に中教審より出された
「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校
の学習指導要領の改善について（答申）」４）において，
「児童を取り巻く環境の変化を考慮し，安全教育を充
実することや自然の素晴らしさ，生命の尊さを実感す
る学習活動を充実する」ことが生活科の改善の基本方
針のひとつにあげられたように，生命の尊さを実感す

る学習活動としての動物飼育が担う役割は，より一層
重要であると考えられる。
　このように，生命を尊重する教育の重要性は，広く
認められ，生命尊重をスローガンに掲げる教育が拡
がってきている。そして，日本全国の多くの小学校で
学校飼育動物が飼育されている。しかし，その活用に
は学校差が大きい。動物飼育の活用差の大きい原因と
して，日常の動物管理の問題やアレルギーの問題がよ
くあげられるが，その他にも，どのように生命を尊重
させるのか，何のために動物飼育を行うのか等，動物
飼育の教育上の目的が明確でないことも原因ではない
かと考える。
　そこで，本研究では動物飼育の効果から，生命尊重
の教育について再考し，動物飼育の問題点や意義を再
検討しながら生活科における生命尊重の教育を具体化
することを目的とする。

Ⅱ　動物飼育の効果の検証

　動物を飼育することで，実際に得られる効果を教師
と子ども両方の調査から検討する。

１　教師が感じる動物飼育の効果

　中川美穂子が平成１４年に調査した，幼稚園，小学校
教師（計７１名回答）から得た動物飼育の子どもへの効
果は表１のようであった５）。表中の割合（％）は教師
が認めた飼育動物の事例数（１８３）の割合を表している。
　表１より，項目１の「慈しみ思いやりなどが育つ」
ことが多くの教師が感じる効果であることがわかる。
事例として，「世話をするうち動物への優しい心が芽生
え，人にも優しくなる」「１年以上教室で動物を飼って
いる３年生のクラスで，授業中に机の上に嘔吐した子
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がいたが，誰も汚いと言わなかった」ことが紹介され
ている。
　この調査の結果，項目１以外はそれほど高い割合を
示さず，最も少ない効果は，項目１０の「自信を持つ」
ことであり，「教室ではなかなか存在感をもてない子
が，飼育を通し自信をもち明るくなった」ことがあげ
られている。
　
　

２　子どもたちへのアンケートからみる飼育の効果

　野田敦敬らが平成１７年に行った「生活科で育った学
力についての調査研究」６）から，子どもたちが回答し
たアンケートより飼育の効果を探る。調査対象は小学
校３年生，６年生，中学校３年生，高等学校３年生であ
る。
　まず，生活科で身に付いた力の調査のうち，「動物を
飼ったり，植物を育てたりするなど生き物に親しむこ
とができるようになった」ことについての回答数は
１６９１人（２５４４人中）と，２０項目中最も多い結果であっ
た。しかし，心に残る生活科の活動として最も回答人
数が多かった（１７０７人）活動は，「アサガオやチューリッ
プなどの草花やミニトマトやキューリなどの野菜を育
てた」活動であった。さらに，飼育活動の取り扱いは，
「植物栽培が７割強，動物飼育が３割弱」７）といわれて
いる。地域差はあるものの，動物飼育の実施の割合は
低いものとなっていることから，先の調査でここでの
親しむことができるようになった生き物が動物である
とは一概にいえない。
　しかし，この調査の自由記述には，「生活科をやって
動物とふれ合えるようになった」「動物と仲良くなれて
楽しかった」「動物によく親しめたのが一番よかった」
「動物とかを大切にするようになった」のように動物飼
育に関するものも多く，表１と同様に，生活科におい
ても慈しみ，思いやりなどが育つ効果は高いといえる
だろう。

Ⅲ　生命尊重の教育

　Ⅱ章でみてきたように，動物飼育によって子どもは

動物と仲良くなり，親しむ。そして慈しみ，思いやり
などが育つことがわかった。しかし，この結果だけか
ら生命尊重の心が育ったと安易にいえるだろうか。青
少年による，動物や家族を傷つける事件のニュース
は，後を絶たない。身近な人との間のトラブルを解決
できず，無関係な人をも巻き込む事件も多発してい
る。
　嶋野道弘は，子どもが自他の生命の大切さを実感
し，「自分を傷つけない」，「他人を傷つけない」といっ
た基本的な倫理観を踏まえて，生命を尊重した行動が
とれるようにすることを，命を大切にする教育８）とし
ている。
　また，近藤卓は，「本当に自分自身のいのちが大切だ
と思えると，他者を傷つけたりすることもない。他者
を傷つけるという行為は，自分のこころをも傷つけて
しまうためである」９）と述べている。
　つまり，ただ動物を慈しみ，思いやりをもつだけで
なく，自分を大切にして，自分も他人も傷つけない心
が育ってこそ生命尊重の教育といえるのではないだろ
うか。
　永田繁雄は，子どもたちに育てたい道徳性を，「じぶ
ん」「なかま」「いのち」の三つの側面から捉え，これ
らの側面が子どもの内面において統合されたとき，「共
によりよく生きよう」とする力となり，確かな自己の
形成につながると考えている１０）。ここでいう「じぶん」
とは，子どもの中にある「よりよく生きよう」とする
心の力に気付かせ，それを伸ばしていこうとする意欲
を育てることである。「なかま」とは，子どもの中の
「共に生きよう」とする心に気付かせ，その力を育てる
ために，他の人とのかかわりを発展させていくことで
ある。また，「いのち」とは「じぶん」「なかま」を支
える基盤としての「自他の生命を尊ぶ」心，いわば，
自分を大切にするとともに他をも心から大切にしよう
とする心を育てることとしている。
　本研究では，生命の尊さを実感する学習活動として
の動物飼育という場で，動物を慈しみ思いやりを持つ
だけでなく，子どもにとっての「なかま」を動物飼育

１．慈しみ思いやりなどが育つ　 ……６２％
２．交友関係が和やかになる　　 ……３４％
３．責任感が育つ　　　　　　　 ……３４％
４．生命を実感する　　　　　　 ……２８％
５．子どもの気持ちを癒す　　　 ……２７％
６．生物を知る　　　　　　　　 ……２５％
７．親・子・学校を結ぶ　　　　 ……１４％
８．不登校改善　　　　　　　　 ……１３％
９．クラスがまとまる　　　　　 ……１３％
１０．自信を持つ　　　　　　　　 ……４％

表１　動物飼育の子どもへの効果

図１　動物飼育における生命尊重の心が育つ仮説図
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の中でかかわり合う友達，動物と捉える。そして，図
１のように動物飼育の場で自分をよりよく生き，なか
ま（＝友達・動物）と共に生きながら自他の生命を尊
び，共によりよく生きていくことを生命尊重の教育と
して仮説する。

Ⅳ　動物飼育の問題点と意義

　Ⅲ章では，動物飼育活動の中で自分をよりよく生
き，友達や動物とかかわりながら自他の生命を尊ぶこ
とを生命尊重の教育として仮説した。本研究の土台と
なるのは図１で示したように「動物飼育」である。動
物の種類や数等は各学校で判断することになるが，「動
物は『生命をもっている生き物』であり，適切な飼育
環境がなければ，望ましい飼育はできない」１１）と嶋野
道弘が述べているように，動物の飼育環境についての
配慮が必要である。本章では，自他の生命を尊ぶ動物
飼育活動を可能にするために，動物飼育の問題点や意
義を再検討する。

１　動物飼育をめぐる問題点

　動物飼育については，「動物のもたらす社会的・情緒
的効果も，教科上の教育効果もともに動物が適切に管
理・飼育されていることが大前提であり，多大なスト
レスが加わる飼育環境に置かれた動物からは，決して
どのような効果も期待できない」１２）という指摘がある。
しかし，現在の飼育動物の現状を須田沖夫（獣医師）
は，
　
１．飼育者側の知識不足による問題
１）生まれたばかりの赤肌のウサギを病気と思
い，埋めてしまう

２）ウサギが異常繁殖し，環境悪化で死亡する
個体が増加する

３）正しい知識をもって，子どもに説明できる
先生が少ない

２．予算不足による問題
１）餌が買えないため，教師がウサギを殺害す
る

２）傷病の治療費が計上されないので，手当も
せず，放置する

３）飼育小屋の修理ができない

３．不適切な管理による問題
１）夜間，犬などに襲われ，ウサギやニワトリ
が殺された

２）だれが，いつから動物たちを飼育している
のか誰も知らない

３）動物の体が汚れていて，気軽に触れたり，
抱いたりする気が起らない

１３）と述べている。中川美穂子は，この他，動物に接す

る児童，学校，行政の考え方１４）にも問題があるとして
いる。
　日本獣医師会学校飼育動物委員会が報告した「学校
飼育活動の推進について」においても，動物飼育の担
い手，飼育動物の選定及び飼育施設・設備について問
題視されている。中でも，「教員が動物飼育に対する使
命感を持っていても，動物飼育に対する知識が乏しけ
れば，不適切な飼養管理により動物が健康状態を損
ね，過繁殖の結果，狭い小屋の中で動物間の争いが起
こる等，飼養環境を悪化させる事例も見られる。」１５）こ
とを報告している。
　例えば，各小学校でよく飼育されるウサギは，雄は
生後４～９ヵ月，雌は６～１０ヵ月で繁殖可能になる。
一匹のウサギで一回に４～１０匹，一年に８回まで子ど
もを産むことができる１６）ため，相当飼育環境に配慮し
なくてはならない。また，ウサギは一匹の雄に対して
複数の雌で生活することが本来の姿であるから，雄が
複数匹いれば闘争が絶えなくなる。「オス同士の争い
で瀕死の重傷を負ったウサギ」を救うことから生命の
尊さを感じたという実践例１７）がある。しかし，学習指
導要領には「専門的な知識をもった地域の専門家や獣
医師などの多くの支援者と連携して，よりよい体験を
与える環境を整える必要がある」１８）ことが明記されて
いる。
　無藤隆は，「学校での動物飼育の在り方は，学校とい
う教育の目的の場にふさわしく，子ども集団と少数の
教師という組み合わせの中で可能なものとして，かつ
動物の愛護の精神と両立可能でなければならない」と
している。さらに，「飼い方を子どもの発見に委ねるの
がよいのではない。子どもが発見し，工夫することを
促すことは教育の基本であるが，同時に，動物を大事
にし愛護するという姿勢も指導していくべきである。
最小限，動物を死なさず，苦しめることのない飼い方
は初めから教師が理解して，子どもに教えてよいので
ある。その上で，動物の生態や行動についていくらで
も面白い発見は可能である。」１９）と述べている。
　人と動物の関係についての研究者である横山章光
は，動物を介在させた教育の目的の一つに，「動物との
付き合い方を学ぶ」ことをあげている。この「動物と
の付き合い方」とは，動物にとっての快・不快のサイ
ンを知り，「相手の立場に立って考えること」，「動物福
祉」について学ぶことである２０）としている。また，動
物の性質を理解して，適切に飼育できない場合には，
逆に動物虐待を教えることにもなりかねない２１）と指摘
する獣医師もいる。動物の生命を脅かすような飼育方
法では，動物との付き合い方は学べないであろう。つ
まり，子どもと関わらせる動物は，適切な環境で飼育
されている，健康な動物でなくては効果が得られない
といえる。
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２　動物飼育の意義

　動物飼育の効果，生命尊重の考え方，動物飼育をめ
ぐる問題点を踏まえ，これまでに提唱されている動物
飼育の意義について改めて考えてみたい。
　獣医師でもあり，全国学校飼育動物研究会事務局長
でもある中川美穂子は，以下の六点を飼育の意義とし
てあげている２２）。

１．生命力を養う自然体験のひとつ
２．我と他を教え，謙虚さと共感を養う
３．子どもの自尊心を養い，社会性を持たせる
４．生命を理解させる
５．自発性を養い，判断力，決断力を養う
６．動物との接し方は，子どもの心を表す

 また，獣医師である須田沖夫は，

１．動物との触れ合いにより，子どもの心が開か
れ，表情豊かになる

２．孤立した子どもが飼育動物に触れ，世話する
ことで，級友との語らいができる

３．生きた動物に直接接することで，ものの見方
や考え方が変わり学習意欲も見られる

４．生命尊重，愛護思想，優しい心を育むといっ
た子どもの心を豊かにする効果が大きい

５．動物を飼育することで，自分の行動に責任を
もち，忍耐力，自信，やる気を育む

と表している２３）。これらはいずれも獣医師の視点でみ
た意義である。小学校教諭である中本久代は，動物を
飼育する目的を，

１．野生状態で観察が困難な動物の生態の観察を
容易にする

２．動物の成長や変化を長期にわたり継続して観
察する

３．動物の飼育を通して自然に興味・関心を持た
せる

４．動物を慈しみ，生命を尊重する心情や態度を
育てる

と表している２４）。以下は，中川美穂子が先進国での調
査や各地の獣医師や教育者からの報告をまとめたもの
である２５）。ただし，動物に愛情を持って半年以上飼育
した場合の効果としている。

１．愛する心の育成：情愛教育
２．命の大切さを学ばせる：生命尊重・責任感
３．人を思いやる心を養う：共感・謙虚・協力
４．動物への興味を養う：知識欲・科学心への刺

激・冷静な視点
５．ハプニングへの対応・工夫
６．緊張を緩める：癒し・人間関係改善
７．動物への接し方で，子どもの心の状態を知る
＊１から６までの効果は，子どもと動物が心を
通わせていないとみられない

　以上みてきたように，様々な効果が動物飼育にはあ
げられているが，共通点は，生命尊重の心を育むこと
である。そして，Ⅱ章で検討したように，適切な環境
で健康な動物を飼育した場合，慈しみ，思いやる心が
育つと考えられる。
　相違点は，教師側の飼育の意義は子どもへの学習効
果に主軸を置いていることである。しかし，子どもの
精神的な自立の基礎を養う場として動物飼育を捉えて
いるだろうか。特に，動物の観察，興味に終始してし
まっていないだろうか。獣医師側の飼育の意義には，
愛護思想など，人と動物のかかわり方についても含ま
れていることが分かる。平成１１年に成立し，施行され
た「動物の愛護及び管理に関する法律」２６）の基本原則
第二条に「動物が命あるものであることにかんがみ，
何人も，動物をみだりに殺し，傷つけ，又は苦しめる
ことのないようにするのみでなく，人と動物の共生に
配慮しつつ，その習性を考慮して適正に取り扱うよう
にしなければならない。」と示されているように，「人
と動物の共生に配慮」した教育が今後，より求められ
ていくだろう。
　動物愛護の観点などを踏まえると，日本獣医師会学
校飼育動物委員会が報告した「学校飼育活動の推進に
ついて」が，簡潔で理解しやすい。この報告では以下
の五点の役割をあげている２７） 。

１．生命観（動物飼育から学ぶ生命尊重の心）
２．動物観（動物の生理・生態，社会・経済活動

と動物利用の関係）
３．社会観（動物愛護・福祉，食育・食農）
４．自然観（人と動物の共生）
５．人格形成（感性，社会性，協調性，責任感，

自発性，判断力等）

　以上のことから，生命観・動物観・人格形成のみな
らず，動物を慈しんで飼育し，より深いかかわりが
あってこそ考えることのできる動物愛護といった社会
観，人と動物の共生といった自然観も踏まえて各学校
でより焦点化させた意義を設定することが効果的であ
ると考える。いずれにしろ，これらは健康な動物と繰
り返し関わり，子どもたちが愛情を感じてこその効果
であることを忘れず，生命尊重の教育の土台として改
めて重要視したい。
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Ⅴ　生活科における生命尊重の教育

　本章では，動物が適切に飼育されていることを前提
に，Ⅲ章で述べた動物飼育における生命尊重の心が育
つ仮説について，実践例を踏まえながら考察する。
　
１　子どもの現代的課題

　内閣府の「低年齢少年の生活と意識に関する調査報
告書」（平成１９年２月）は，平成１１年と比較して「自分
に自信がある」と答えた小中学生が減少していること
を示した２８）。自分に自信がある日本の子どもが国際的
にみて少なく，自らの将来や人間関係に不安を抱えて
いる現状があるとしている。この，「自分に自信がある
ということは，決して自分への過信や自分勝手を許容
するものではない。現実から逃避したり，今の自分さ
えよければ良いといった『閉じた個』ではなく，自己
と対話を重ね自分自身を深めつつ，他者，社会，自然・
環境とのかかわりの中で生きるという自制を伴った
『開かれた個』が重要である。他者，社会，自然・環境
と共に生きているという実感や達成感が自信の源とな
る」２９）と答申では述べられている。
　「自分に自信がある子ども」という観点は，「自分の
よさや可能性に気付き，意欲や自信をもつことによっ
て，現在及び将来における自分自身の在り方に夢や希
望をもち，前向きに生活していくことができる」３０）と
いう生活科の「精神的な自立」と関連させて，Ⅲ章
（図１）の「自分をよりよく生きる」ことと考えること
ができるだろう。

２　生活科で育った精神的な自立の力

　ここで，既述の「生活科で育った学力についての調
査研究」３１）の生活科で身に付いた力の調査のうち，全
２０項目のうちの表２で示す４項目の精神的な自立の項
目について注目する。各学年で回答数が異なるため，
学年毎に分けてグラフに表したものを図２～５とす
る。
　

　

　各学年で回答数，回答率は異なるが，いずれも項目
１９の「自信をもって生活することができるようになっ
た」が少ない傾向にあることがわかる。この調査は，
動物飼育を行った子どもに限定したものではないが，
答申の報告や，表１の項目１０「自信を持つ」事例が少
なかったことと照らし合わせてみても子どもの自信の

１７：　自分の得意なことや友達のよいところに気
付くことができるようになった

１８：　できないことに挑戦したり，少しくらいの
失敗でくじけず，ねばりづよく努力できる
ようになった

１９：　自信をもって生活することができるように
なった

２０：　夢をもって生活することができるように
なった

表２　精神的な自立の４項目

図２　小３の身に付いた精神的な自立の力

（回答者８０５名　回答率７５.２％）

図３　小６の身に付いた精神的な自立の力

（回答者７７９名　回答率４７.９％）

図４　中３の身に付いた精神的な自立の力

（回答者７９９名　回答率３７.３％）

図５　高３の身に付いた精神的な自立の力

（回答数１７３名　回答率２７.３％）
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育ちはそれほど大きくないと考察できる。
　答申では子どもたちが他者，社会，自然・環境との
かかわりの中で，これらと共に生きる自分への自信を
持たせる必要性から，言語能力の育成のほか，「他者，
社会，自然・環境との直接的なかかわりという点で極
めて重要とされている体験活動は，活動しただけで終
わりにするのではなく，体験したことを，自己と対話
しながら，文章で表現し，伝え合う中で他者と共有し
広い認識につながることを重視する必要がある」３２）と
述べている。
　項目１７の「自分の得意なことや友達のよいところに
気付くことができるようになった」はどの学年におい
ても高いことから，動物飼育の場面においても友達や
動物とかかわりながら得意なことや友達の良いところ
を表現し伝え合い，共有する中で子どもの自信の育ち
を支援できる場面が多いと期待できる。

３　生活科の実践例

　動物飼育の場面において，友達や動物とかかわりな
がら「自分の得意なことや友達のよいところに気付く
ことができるようになった」ことを表現し伝え合い，
共有する中で子どもの自信の育ちがみえる実践例を紹
介する。
　愛知県額田郡幸田町立豊坂小学校は，「自己有用感を
もち，たくましく生きる子の育成」を研究テーマ（平
成１６～１８年）としている３３）。副主題は「共に認め合う
学び合いを通して」である。
　ここでの自己有用感は，○自分に対する自信（自己
肯定感）○みんなから受け入れられている，みんなの
役に立っているという実感（他者受容感）○みんなと
いっしょに活動することで育まれた充足感（他者共生
感）と定義されている。
　２年生生活科「カタツムリ　大すき」３４）の実践では，
抽出児 A男の成長を焦点に報告されている。A男は，
学習意欲があり，何事にもていねいに取り組む。みん
なの前で自分の意見を言うより，聞き手に回ることが
多かったが，少しずつ発言しようとし始めている児童
である。
　この単元では，一人一人が自分で見つけた「My　カ
タツムリ」を飼育する。単元の各段階で「自己有用感
のしかけ」が設定されており，カタツムリを探しに行
く段階の自己有用感へのしかけは，「自分のカタツムリ
を探しに行くことで，これからカタツムリの学習をし
ていくんだという意欲を高めさせる」である。一人一
人が，自分で見つけた「My　カタツムリ」を持つこと
で，カタツムリに愛着を持ち，これからしっかりお世
話をしていこうという意欲を感じさせられたようで
あった。
　次の段階では，「友達同士，見合ったり教え合ったり
する場を設定する」ことが自己有用感のしかけである。

以下は A男と B子のやりとりである。

B子　何でそんなに葉っぱばっかり入れてるの。
A男　だって，ぼくのカタツムリは，葉っぱばっ

かりのとこにいたから，葉っぱをたくさん
入れてあげたんだ。

B子　へええ。そうするといいんだ。

　B子と話し終わった後の A男は，ちょっと得意気
だったという。自分の知っていることを友達に教えて
あげるということで，少しずつ友達とかかわりを持と
うという意識につながっていった。その一週間後，カ
タツムリの自慢大会が開かれる。「たくさんの『自慢』
が出てくるように，前時までに『カタツムリと遊ぶ活
動』を多く取り入れる」ことを自己有用感へのしかけ
としている。
　また，「カタツムリ自慢大会」では，自分のカタツム
リの自慢をするだけでなく，友達のカタツムリの自慢
を聞き，自分の知らなかったカタツムリの行動を友達
の発表から知ったり考えたりすることで，子ども同士
がかかわり合う場が多くみられるようになってきた。
　単元最初の方では，１人でカタツムリを観察したり
遊んだりしていることの多かった A男だが，だんだ
ん，席の近い C男と一緒に飼育ケースの中を掃除した
り，お互いのカタツムリを遊ばせたりするなど，かか
わる場面が見られるようになってきた。
　「『自慢大会』では，カタツムリを提示しながら，分
かりやすく説明できるようにさせ，その都度自分のカ
タツムリと比べたりする時間を設定する」ことが自己
有用感へのしかけであった。カタツムリの自慢大会で
は以下のやりとりがあった。

T        他に自慢のある子いるかな。
A男　ぼくのカタツムリは，放っておくとすぐ逃

げちゃうから，遊び方を考えて，定規で遊
び方を考えたよ（カタツムリを上手に定規
の上をはわせる競争）。

T        へえ。A男君やってみてくれる。
A男　うん。みんなの前でやってみる。C男君も

一緒にやる。

　カタツムリが動き出すと A男は周りの歓声をあび
た。授業後の振り返りにおいても多くの子が「遊び方
がおもしろかった」「よくあんなゲームを考えたな」な
ど，A男の考えを認めていた。A男自身，「じょうぎで
カタツムリをあそばせるのがすごい工ふうと思いまし
た。すごく大切に思いました。」と記している。単元の
初めの段階では聞き手に回ることの多かったA男の様
子と比べると，伝えようとする姿勢が強くなっている
ことがわかる。
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　最後に，今まで学習してきたことを，他学級の子た
ちに紹介する場面が設定されている。ここでの自己有
用感へのしかけは「一人ではなく，グループを組むこ
とで，困ったときには声をかけあったり教え合ったり
できるようにする」ことである。A男は４人グループ
で紙芝居を作る中で，同じグループの子に，カタツム
リの描き方や，その時のカタツムリの様子などをアド
バイスしていたようである。A男の単元後の振り返り
には，「カタツムリさん，大すきです。ぼくは，がん
ばってせわをしていたんだなって思いました。カタツ
ムリの絵や，カタツムリのかんさつやカタツムリのあ
そばせ方をがんばって考えたんだなって思いました。
みんながじょうぎであそんでくれて，よかったなって
思いました。これからもがんばるぞって思いました。」
と，カタツムリとの深いかかわりや，友達に受け入ら
れながらのかかわりの中で育まれた自信，これからの
意欲的な態度がうかがえる。
　ここで注目したい点は，単元初めに教師が「自分や
友達の良さを知っていく中で，自分の意見を自信を
もって発表し，自分だけでなく，みんなで学習してい
る喜びを感じて欲しい」と願っている点である。自己
有用感へのしかけと共に，「自分の意見を自信をもって
発表する」ことが念頭にあったからこそ子どもの自己
有用感を見取ることのできる実践となったと考えられ
る。
　特に，この実践は生き物に親しみをもち，大切にす
るだけでなく，平成２０年度に改訂された生活科の指導
要領において新設された

（３）身近な人々，社会及び自然とのかかわりを深め
ることを通して，自分のよさや可能性に気付き，意
欲と自信をもって生活することができるようにす
る。

という学年の目標を実現できていると考える３５）。
　この生活科の学年の目標（３）は，これまで「自分
の成長」に関する単元のみで扱われる傾向が強かった
ものの，今後はどの単元においても自分自身への気付
きを考慮に入れた指導が必要になると指摘されてい
る３６）。動物飼育においても自分のよさや可能性に気付
けるような取り組みが可能であり，友達とのかかわり
を意識した活動を目指すことで「自分をよりよく生き
る」支援となるだろう。
　また，豊坂小学校は，表３，４のように，共に認め合
う学び合いの成立のための手立ての一つとして，「自己
有用感の見取りの指標」３７）を作成している。これは自
己有用感をもった子どもの姿を教師が見取り，共有し
単元構想作りに生かすための，実践を基に作られた指
標である。低学年，中学年，高学年毎に指標が示され
ているが，本稿では低学年の指標のみ抜粋した。

　この指標（表３）で表わされていることを動物飼育
の場合にあてはめて考えると，「チャボにさわれるよう
になったよ」「ぼくもウサギのはがみえたよ」「もっと
なかよくなりたいな」などと子どもは自分を見つめる。
　また，表４の場合では「カタツムリはいっぱいある
くよ」「○○君はいろんなはっけんをしていてすごい」
「（かっているウサギが力をくれたから）いっしょにい
たおもいでを，みんなの前で言えたよ」などと子ども
は友達や動物とかかわるだろう。表４のつかむ段階で
「友達（生き物）は～だな。」と表わされているように，
動物飼育の場合では「友達」を「生き物」と置き換え
て自己有用感を見取ることもできるだろう。動物飼育
の場合では，触れあう段階，世話をする段階，発表を
する段階などにおいて，友達とも動物ともかかわり，
自己有用感を得る機会，それに伴う子ども自身の精神

表３　豊坂小学校の自己有用感見取りの指標

（低学年）自分を見つめる

表４　豊坂小学校の自己有用感見取りの指標

（低学年）友達とかかわる
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的な自立を感じられる機会が多いのではないかと考え
られる。
　この実践では，「My カタツムリ」というように，自
分のカタツムリに愛着がもてる出合わせであること，
十分な体験が行われていること，友達との深いかかわ
りがあったこと，教師の願い，見取りの指標があった
ことによって，仮説で考えたように自分に自信を持
ち，自分や仲間とよりよく生きる単元となったことが
うかがえる。

Ⅵ　研究のまとめと今後の展望

　子どもとかかわらせる動物は適切な環境で飼育され
る健康な動物が望ましいこと，動物の観察だけでなく
愛護の視点からも生活科における動物飼育を行う必要
性，自分をよりよく生き，友達，動物とかかわる中で
精神的な自立の基礎を養うことが生命尊重の教育とい
えることを述べてきた。
　平成２０年３月に告示された新しい小学校学習指導要
領における，生活科の改訂点であり，動物飼育を行う
中で考慮すべき点を三点述べる。一点目は，

第２の内容の（７）については，２学年にわたって取
り扱うものとし，動物や植物へのかかわり方が深ま
るよう継続的な飼育，栽培を行うようにすること

　３８）が指導計画の作成時に配慮する事項として述べら
れた点である。１章で述べたように，飼育活動の取り
扱いが植物栽培が７割強，動物飼育が３割弱となるの
ではなく，「動物を飼ったり植物を育てたりとは，飼育
と栽培のどちらか一方を行うのではなく，２年間の見
通しをもちながら両方を確実に行っていくこと」３９）が
意味されている。特に動物飼育は友達やクラスの仲
間，教師，学校全体，家族，地域の獣医師などと協力
して行うものであり，決して一人だけでは成立しな
い。「継続的な飼育」を行う際には，実践例の豊坂小学
校で述べたような現在よりも明確な指導目的が必要に
なってくるだろう。各学校で条件は異なっても，自他
の生命を尊重できるようなかかわりを持てる動物飼育
を目指したい。
　二点目は，新しい内容（８）として，

自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え
あう活動を行い，身近な人々とかかわることの楽し
さが分かり，進んで交流することができるようにす
る

４０）ことが加えられた点である。伝えあう活動では，「自
分自身で体験したり活動したりして，感じたことや気
付いたりわかったりしたこと，考えたこと，もっと知
りたいこと思ったことなどを伝え合い，交流する活動

が行われるようにすることが大切」４１）にされている。
さらに，「表情やしぐさ，態度といった言葉によらない
部分」も大切にされていることから，動物飼育におい
ても自他の生命を尊ぶ活動に欠かすことのできないと
考えられる仲間（＝友達・動物）との「感情の交流」
も重視して活動していきたい。
　三点目は，各教科，総合的な学習の時間及び特別活
動における道徳活動の密接な関連が強調されている点
である。生活科においても，指導計画の作成と内容の
取扱い１（４）には，

第１章総則の第１の２及び第３章道徳の第１に示す
道徳教育の目標に基づき，道徳の時間などとの関連
を考慮しながら，第３章道徳の第２に示す内容につ
いて，生活科の特質に応じて適切な指導をすること

４２）と述べられている。「学校の教育課程は，各教科，道
徳，特別活動，総合的な学習の時間からなっている。
すべての教育課程の中で効果的な体験活動を通して，
生き物の成長の様子や生活の仕方，そして死に関して
実感できるようにすることが大切である」４３）と鳩貝太
郎が述べているように，今後は小学校課程全体を通し
た指導計画も視野に入れて考えていきたい。
　特に，「人と動物の共生に配慮」した教育は生活科の
二年間だけで行うものではなく，各学年の発達段階に
応じて考えていきたい。例えば，飼育に関する法律，
動物の里親探しの取り組み，野生動物との関係，発展
して自然とのかかわりなどを考えることも有効であろ
う。
　しかし，各学年，各学校に応じた動物の選定や各学
校の予算，現在飼育している動物の管理，死と向き合
わせる際の留意点など，課題は多い。今後は，そう
いった動物の生活環境，つまり動物の福祉も視野に入
れた動物飼育活動を実践するために必要な手立てを検
証していきたい。
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８）上掲書 ２）p.９

９）近藤卓「「生きる力」を支える自尊感情」金子書房『児童心

理』第６１巻　第１０号　２００７年 pp.４３-４７

１０）永田繁雄『「じぶん」「いのち」「なかま」を見つめる道徳授

業』教育出版　２００７年　pp.２-６

１１）嶋野道弘「生活科における生命尊重の指導と動物飼育」鳩

貝太郎・中川美穂子『学校飼育動物と生命尊重の指導』教

育開発研究所　２００３年　pp.１４-１５

１２） 高山直秀『子どもと育てる飼育動物』メディカ出版　２００１

年　p.１２

１３）上掲書 １２）p.２０

１４）中川美穂子『学校飼育動物のすべて』ファームプレス　２００１

年　pp.１８-２０

１５）「学校飼育動物活動の推進について」日本獣医師会　２００５年

p.１

１６）『学校飼育動物の診療ハンドブック』日本獣医師会　２０００年

p.１５

１７）岡崎市現職研修委員会　生活科基礎研修会資料Ⅰ　２００７年

１８）上掲書 １）p.３６

１９）無藤隆「命の教育のための学校飼育のあり方」全国学校動

物飼育研究会『動物飼育と教育』第３号　２００５年 pp.３-７

２０）仙台市特定非営利活動法人エーキューブ　動物介在活動ボ

ランティアセミナーと特別講演会　資料２００７年

２１）上掲書 １２）p.１９

２２） 中川美穂子「獣医師からみた学校飼育動物の意義」　上掲書

　１１）　pp.４２-４５

２３）上掲書 １２）pp.１９-２０

２４）寺尾慎一『生活科・総合的学習重要用語３００の基礎知識』明

治図書出版　２００１年　p.２１５

２５）上掲書　５）　p.１４０

２６）「動物の愛護及び管理に関する法律」２００６年６月１日施行

２７）上掲書　１５）p.５

２８）上掲書 ４）p.１５

２９）上掲書 ４）p.２９

３０）上掲書 １）p.１３

３１）上掲書 ６）pp.６-１５

３２）上掲書 ４）pp.２８-２９

３３） 愛知県額田郡幸田町立豊坂小学校 研究紀要「自己有用感を

もち，たくましく生きる子の育成」２００６年　p.８

３４）上掲書　３３）pp.２７-２８

３５）上掲書 １）p.１７

３６）『新学習指導要領ハンドブック小学校』時事通信社　２００８年

　p.１０５

３７）上掲書　３３）p.８

３８）上掲書　１）pp.４２-４３

３９）上掲書　１）p.３４

４０）上掲書　１）p.３６

４１）上掲書　１）p.３７

４２）上掲書　１）p.４５

４３）全国学校飼育動物研究会「学校・園での動物飼育の効果」

緑書房　２００６年　p.１８３

（２００８年９月１７日受理）


